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ご あ い さ つ

スポーツ庁長官

河　合　純　一

　日清食品カップ 第41回全国小学生陸上競技交
流大会が、全国各地から選考された参加者を得
て、ここ日産スタジアムにて盛大に開催されま
すことを、心からお祝い申し上げます。
　選手の皆さんは、各都道府県での厳しい選考
を見事に突破され、晴れて憧れの本大会出場を
果たされました。この栄誉は、日頃皆さんが長
い月日をかけて積み重ねてこられた努力の賜物
であり、心から敬意を表します。
　スポーツは、次代を担う青少年の体力を向上
させるとともに、他者を尊重し、これと協同す
る精神、公正さと規律を尊ぶ態度を培うなど、
人格の形成に大きな影響を及ぼすものです。本
交流大会も、スポーツ活動におけるマナーの涵
養を図ることなどを目的に開催されており、小
学生の健全なる心身の育成やスポーツを通じた
地域や仲間との交流に寄与することを期待して
います。
　また、東京2025世界陸上競技選手権大会では、
日本代表選手が世界の大舞台で活躍し、多くの
感動を届けてくれました。今日ここに集う皆さ
んも、お互いを尊重しながら正々堂々と競い合
い、この大舞台で躍動してください。そして、
全国から集まったライバル達と大いに交流を深
め、今後の人生における素晴らしい思い出の一
つにしてください。
　結びに、本大会の開催に御尽力された公益財
団法人日本陸上競技連盟をはじめ、関係の皆様
に敬意を表するとともに、本大会の成功を祈念
して、お祝いの言葉といたします。

横浜市長

山　中　竹　春

　「日清食品カップ 第41回全国小学生陸上競技
交流大会」の開催を心よりお祝い申し上げます。
　各都道府県を代表して出場される小学生アス
リートの皆さん、指導者の皆様や保護者の皆様、
ようこそ横浜へお越しくださいました。歴史あ
る本大会が、再びここ横浜で開催されますこと
を、大変光栄に存じます。
　本大会は、未来のトップアスリートたちが競
い合い、高め合い、そして互いの健闘をたたえ
合う貴重な舞台です。出場される選手の皆さん
には、これまでの努力の成果を存分に発揮され
るとともに、同じ目標を持つ全国の仲間たちと
交流を深め、思い出に残る素晴らしい大会にな
ることを願っています。
　世界に開かれた港町・横浜で、世界の食文化
に革新をもたらした“創造的思考”の大切さ
を伝える場「カップヌードルミュージアム 横
浜」をはじめ、横浜には、美しい港や様々な観
光スポット、街を舞台にした多彩なイベントな
ど、子どもも大人も楽しめる環境が整っていま
す。全国からお越しいただいた皆様には、大会
の前後に、横浜の街の魅力もお楽しみいただけ
れば幸いです。
　そして、２年後に横浜で開催される、「環境」
がテーマの国際博覧会「GREEN×EXPO 2027」
にも、是非足をお運びいただければと思います。
　むすびに、本大会の開催にあたり力を尽くさ
れた日本陸上競技連盟の皆様、長年にわたりこ
の大会を支えてこられた日清食品ホールディン
グス株式会社の皆様に心から敬意を表するとと
もに、選手の皆さんの御健闘と御関係のすべて
の皆様の御健勝をお祈り申し上げ、歓迎とお祝
いの言葉とさせていただきます。
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ご あ い さ つ

公益財団法人日本陸上競技連盟　会長

有　森　裕　子

　スポーツの基本である「走る」「跳ぶ」「投げ
る」を小学生アスリートに正しく学んでほしい。
そんな思いから始まった『日清食品カップ 全国
小学生陸上競技交流大会』。本大会は、昨年40回
の節目を迎え、1985年の第１回大会から今日に
至るまで、多くの子どもたちが陸上を通じて成
長し、未来へと羽ばたいていきました。
　今年９月に開催された「東京2025世界陸上競
技選手権大会」は、アスリートの輝く姿と、延
べ60万人を超える観客、そしてアスリートを支
える人たちによって感動にあふれる大会となり
ました。その舞台には、この小学生陸上の経験
を原点とし、夢を大きく育んだ選手も数多くい
ます。次代を担う皆さんにとっても、本大会が
新たな可能性を見いだし、未来へとつながる貴
重な一歩となることを心より期待しております。
　本大会は創設以来、競技会としての意義にと
どまらず、子どもたちを支える指導者の研鑚の
場としても歩んでまいりました。発育発達に大
きな個人差がある小学生期においては、自己の
成長を実感すること、運動を楽しむこと、仲間
と競い合い交流を深めることは何より大切であ
り、指導者の皆様には陸上を通じてスポーツの
本質的な楽しさを子どもたちに伝えていただき
たいと思います。今日の経験が子どもたちに
とって、生涯にわたりスポーツを愛し、陸上に
親しみ続け、ひいては生きる力につながるきっ
かけとなることを心より願っています。
　結びにあたり、長きにわたりご支援とご協力
を賜っております公益財団法人安藤スポーツ･食
文化振興財団、日清食品ホールディングス株式
会社をはじめ、スポーツ庁、公益財団法人日本
スポーツ協会、日本スポーツ少年団、横浜市等、
関係各位に厚く御礼申し上げます。また、全国
各地で日々子どもたちを支えてくださる指導者、
ご家族の皆様に深く感謝いたします。最後に、
本大会に参加する選手団の皆さんの健闘を祈り、
私の挨拶といたします。

公益財団法人　安藤スポーツ･食文化振興財団　理事長
日清食品ホールディングス株式会社　代表取締役社長・CEO

安　藤　宏　基

　皆さんの夢は何でしょうか。トップアスリー
トになること、オリンピックのメダリストにな
ること、あるいは競技とは別の夢を持つことも
あると思いますが、日々ひたむきに努力を続け
てきた皆さんにとって、「日清食品カップ 全国
小学生陸上競技交流大会」への出場も夢の一つ
であれば大変うれしく思います。
　日清食品の創業者である安藤百福は「食とス
ポーツは健康を支える両輪である」と語りまし
た。その想いから、安藤スポーツ･食文化振興財
団は子どもたちの健全な心身の育成を願い、ス
ポーツと食文化の振興に取り組んできました。
つまり、本大会は私たちにとっての夢でもある
のです。
　これまでに参加した小学生アスリートの中か
ら、オリンピックや世界陸上競技選手権大会な
ど、世界的な大会に出場する選手が数多く誕生
しました。本大会がアスリートたちの情熱を燃
やす出発点であると同時に、彼らが築き上げた
歴史の一部であることを誇りに思います。
　日産スタジアムという大きな舞台で、全国か
ら集まった仲間たちと競い合うことは誰にでも
できる経験ではありません。練習の成果を存分
に発揮することはもちろん、互いに健闘をたた
え、ぜひ交流を深めてください。
　本大会の開催にあたりましては、日本陸上競
技連盟をはじめ、都道府県陸上競技協会、ス
ポーツ庁ほか、関係各位の長年のご尽力、また
全国の指導者の皆さまの熱意に心より敬意を表
します。子どもたち一人一人の思い出に残る大
会になることを願い、ご挨拶に代えさせていた
だきます。
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都道府県選手団名簿
参加選手名は上段が男子選手、下段が女子選手
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北海道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

山 梨

新 潟

長 野

富 山

石 川

福 井

静 岡

愛 知

三 重

岐 阜

阿部　広嗣

山谷　　優

山内　弘文

立花　　健

鈴木　拓実

畠中　雄紀

髙木　正英

小圷　広之

島田　隆広

小板橋睦子

髙橋　俊一

宮野　　篤

西川　孝夫

渕脇　　健

中村　亮二

浮島　一隆

篠原　克修

田畑　力也

小川　智明

水上　真裕

倉嶋　義人

八代香津子

辻　　弘樹

竹内　茂寿

都道府県名 監　督 コーチ 5年100m ６年100m コンバインドＡ コンバインドＢ 男女混合４×100mリレー
今井　里砂
岡本三津雄
高平　将臣
今　和香子
柏倉信一郎
藤田　絋將
阿部　里美
赤石　光宏
佐々木美加
細渕　　元
佐藤　真有
菅　　秀輝
泉谷　　徹
鈴木由佳子
長谷川拳太
伊藤真由美
情野　夏美
佐藤　　綾
大橋　　矢
大槻さおり
安達　　奨
楠　　朱実
根本　勝行
石井　　賢
勝　　柾和
岡田　明紀
佐藤　香代
清水　雅文
内山　愛玲
清水　尭之
今井　一寿
大崎　綾華
草野　敏行
藤森　　真
大井　玲奈
鴻巣　　萌
尾崎　京子
小栗　　歩
吉村　悠歩
露木　隆夫
戸丸　　恵
吉野　健夫
井上　貴博
木田　千枝
斎藤　千尋
丹治えつこ
星　　真弓
舩久保　徹
黒岩　浩平
大坪　　裕
山浦　貫人
岩﨑　久夫
谷　真由美
川辺　　真
中村なぎさ
林　　力也
伊野力　洋
坂本美智世
村田ひとみ
清水　綾美
豊田　博幸
中谷　杏奈
渡辺　和宏
大矢　新吾
生田　篤志
間瀬　里佳
濵村　隆哉
中林　香月
平野　三咲
堀　　達成
西口　大樹
近澤　恭子

吉田　琉偉

野原　　悠

中舘　椿希

松岡　好士

佐々木楽胤

今野　　晃

遠藤　大騎

磯山　楽翔

大野　隼翔

八木橋亮玖

友成　　旭

石井　健心

五十嵐　将

佐藤　恒太

杉崎　　亘

塩原　　碧

池田　　尊

覚井　遥大

田中　　陸

小林　　隼

増汐　飛和

竹内　徳児

円座　　蓮

中島　守星

田中　心平

江刺家輝馬

中居　想太

平塚　龍惺

小野　颯佑

石岡　明磨

吉田　　翔

大谷　雄真

稲荷山恭吾

桐渕　佑太

田中　颯翔

成澤　秀真

稲村　礼人

清水　悠陽

堀内　斗貴

山口　瑛太

芦澤　佑祈

常川　雷斗

柳瀬　琉衣

上田　歩武

渥美　正哉

山口琥太郎

平野恭一郎

福島　伊織

七尾　　樹

木村　心音

吉田　碧月

土井　遥空

佐藤　琉生

孫田　大和

金澤　　頼

内田晟太朗

野澤　航太

清水　晴斗

生田　瑛士

伊東　　皇

荒川　太佑

佐藤　一志

天野　　駿

山田　寛人

茂原　玄彗

宮本　來音

毛利　輝志

加藤　結斗

山並　航星

横田　圭亮

市川　朝陽

加藤アダム

高崎　太佑

帷子　響生

鈴木　慶汰

越前　貴仁

阿部　大輔

梁瀬　玲真

長谷川世南

小圷　絃士

藤村　光輝

金井　貫太

海津　煌生

竹内　凱飛

鵜澤こはく

亀岡　侑生

鍋田　心絆

平原　怜衣

鈴木　琉空

𠮷村　羽琉

石川侑太郎

今井　八瑠

大槻　　礼

赤司　　剛

駒田　将悟

伊藤　結平

門木　嗣夢　　千葉　楓芽　　野村　優真

蝦名　佑星　　佐藤　　丞　　沼田　敬太

及川　瑳斗　　鈴木　　晴　　千葉　明乎

手嶋　冬和　　八鍬　陽向　　吉田　統真

宇佐美桜汰　　小林健太郎　　佐々木賀生

阿部　遼馬　　石山　大朗　　大久保登陽

鈴木　楓音　　中出　凌賀　

永谷　春樹　　茂木　聡佑　　八代　空哉

大森　一輝　　高瀬　聡太　　塚原　悠生

伊藤　大智　　田中　　響　　谷　　彬成

佐藤　陽太　　野沢　恭吾　　原田　恵輔

ソゥルシ　ダニエル琉偉　　前田　尚哉　　三好　悠陽

大平将二郎　　坂井　凜音　　明星　青空

飯塚　芯悟　　梅本煌太龍　　森　　健悟

上村　真世　　藤森　太陽　　渡邊　琉海

石塚　浬尋　　佐藤　理央　　牧口　大夢

岩下　琉心　　小林　慶彦

中山　清凪　　藤野　諒人　　村山　　渉

今西　悠槙　　北　　侑士　　米村　瞬綺

岩﨑　颯汰　　田近　希日　　藤田　奈央

石川　廉人　　上柳　湊也　　若松　騎一

杉浦　　旭　　正木　　湊　　森　　颯哉

酒徳　瑛二　　辻　琉依斗　　村田　　凱

神谷　泰志　　白木　碧登　　中嶋　琉生

松井萌々花

佐藤　愛唯

小向　爽月

青木　千夏

金田　莉都

大友ちとせ

渡部　葉怜

山本　あい

松榮　英佳

杉目　千晴

小鷹　　空

小澤　苺果

渡辺　穂夏

米澤　美樹

保坂　咲良

新井　智咲

林田　美心

松永こころ

辻口　未蘭

今冨　早穂

笠井　莉愛

柴崎　莉緒

岩城　　華

佐々木美古都

岡本　燦李

白鳥　華愛

髙橋　楓夏

小山　莉乃

桐生　彩愛

髙井　花恋

蔀　　結菜

小橋　　葵

上野　結香

髙田　栞里

アイドルジェイ　イソワ

星野　蓮華

新井　心唯

伊東　莉歩

田端　　温

林　　沙良

伊藤　凛乃

堀　　綾望

酒井　燈花

清水　希衣

小森　妃翠

宮川　芽依

横内　蒼唯

林　　茉央

増田　咲空

成田　愛笑

羽鳥　望桜

佐藤　結桜

鈴木　心結

髙橋　七帆

四家　彩音

岡部　実和

石原　琉奈

長谷川　蘭

奥澤　　英

寺田　美菜

只野　聖奈

小林まなか

龍川　來波

南雲　奏海

土屋　紗英

加納　愛梨

平　有結実

向川　愛海

細谷　真子

遠矢まひる

櫻井　咲楽

西脇　世都

寺谷亜威利

棟方　美空

播磨　麗和

齋藤歩乃佳

渡邊　花帆

菊池　彩絵

山田　果凜

細田さくら

人見　優空

中野　美海

福村　菜月

小林　璃奈

﨑村　栞乃

三野　涼穂

廣瀬　妃衣

横山　陽葵

原　　栞那

海棠　結亜

馬渕　希衣

前田　梛心

小澤　美桜

野崎　心美

大屋みなみ

木村　百花

葛西　那緒　　田口　桜子　　渡邊　心和

工藤　夏和　　野呂　香菜　　山本　　雫

伊藤　灯香　　臼井　瑛菜　　小野　瑞貴

豊原　琴未　　目代　椿華　　山住こころ

小林　紗和　　佐藤　咲穂　　舟木　　紬

青山柊菜乃　　工藤　菜々　　瀬野　美結

小池　帆楓　　三浦　永愛　

中嶋　里奈　　谷口　未結　　湯原　吏埜

菊地　里帆　　小島　実歩　　関口　知夏

大島　碧泉　　小林　沙生　　中野　歩紀

池田　茉央　　木島　あや　　栗山　夏芽

小川　美咲　　垣内　柚那　　木村奈南子

鈴木　律子　　高橋美優香　　山田　望愛

角田つむぎ　　幾世橋まなみ　　茂垣　　菫

金澤　莉希　　花輪　佳蓮　　山本　琳音

大藤　智歌　　徳成　樹璃　　長澤　梨花

五味　　華　　佐藤　華香

小川　蒼央　　川口　凛奈　　寺﨑　美季

芝山　穂佳　　宮田　胡桃　　柳瀬　理乃

間　　楓花　　齋藤　麻子　　西出　晴香

安城さくら　　加藤　愛徠　　渡邊　　詩

飯海　夏実　　宇野　帆南　　加藤　一花

浦田　知里　　大西　里奈　　黒瀬　陽羽

今村　心奏　　川口　千晴　　五島　彩瑛
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都道府県選手団名簿
参加選手名は上段が男子選手、下段が女子選手

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和歌山

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

香 川

徳 島

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿児島

沖 縄

島　　孝志

三上　　真

寺田　健太

小山　正典

竹ノ内　剛

上田　貴人

谷岡　眞史

金子　正志

大久保仁志

荒木　通広

末長　裕昌

十鳥　良太

大倉由香里

髙橋　俊光

池　　景慎

青木　哲也

松尾由起子

松本　広大

平野　　龍

安東　慎二

甲斐　秀一

平　　由香

喜名　正人

都道府県名 監　督 コーチ 5年100m ６年100m コンバインドＡ コンバインドＢ 男女混合４×100mリレー
奥村　正則
熊谷　尚子
我孫子智美
片山　妙子
濱　　麻子
宮路絵梨佳
鷹取　　睦
松原美代賀
石田　克彦
片山　誠子
村田　裕章
小山　克典
大前　洋介
丹羽亜矢子
仲井　志文
山下　三晴
湯川絵里奈
城本　尚人
門脇　光浩
間屋口貴仁
谷岡　景子
本田　翔梧
大田　　裕
石川　結貴
半田　智子
山田　祥隆
平坂　和弘
原田　芳彰
蘭　　圭介
樋口　佳苗
中野　良枝
本多　信之
澤重　知行
西山　直志
安宅　伽織
明地　優希
大坂　喜昭
黒川　美宏
森　　正樹
山本　唯弥
橘　　香住
髙岡　麻子
岸本　拓志
葛岡　善行
谷田かおる
牧野智恵美
魚島　一彦
藤本　昭義
中島　良輔
林田　　学
庄司　千華
宮崎　英生
福塚真紀子
馬場　翔大
三谷　浩輔
立山明佐子
笠松　勇介
木許　直樹
竹島　大喜
工藤　早苗
長尾　岳彦
久保秋桜水
岩﨑　彩乃
宮崎　博史
上釜　峰雄
中原　　恵
高島　友幸
玉城　良樹
渡口友理恵

岡本　獅恩

上田　祥万

藤本　彩太

松浦　礼恩

藤田　耀太

中村　建翔

西垣　奏明

青木　琉希

羽原　大翔

古市　陽大

中道　匠人

亀井　涼市

阿部　　晄

丹　　諒介

森　福治郎

楢木　錬太

鹿島　純希

東野　朱凜

山内　優翔

西田　圭佑

鈴木　陽翔

松林　楓士

福原　結人

川橋　奏太

田中　慧冴

渡邉　颯介

西口　立人

二宮　　旭

南方　　翔

井　　宥翔

寺田　陽都

久尾信一朗

前田　悠作

上村　昂正

宮本　　縁

中川　煌翔

古田　有人

西原光太朗

目野　惺大

久原　瑛大

松山　蒼羽

山内　絢太

冬田　斗梧

川畑春之祐

有村　悠仁

喜納　悠明

吉山　大雅

井川　湖太

西村　勇俐

児島　　快

紀田　希充

大矢　凌央

岡本　青澄

新田　篤生

松井　陽希

木倉　　慧

沼野　朔歩

資延　椿希

和渕　大翔

小林　奏人

立田　昊空

古賀　朝陽

山﨑　蓮士

森　　一剛

山田　悠慎

小松　　巧

髙橋直太郎

森　　政宗

眞謝　航汰

村瀬　瑛基

長友　大翔

後藤　颯馬

若畑　幸成

安井　　志

神谷　康心

山中　勝惺

永井　和馬

船﨑　隆豊

長谷川大獅

佐々木琉太郎

森重　凱風

岡本　紅葉

早瀬　　翔

武政　智己

山下　誠心

原田　航希

野上　　聡

村上陽向汰

水口　瑛斗

岩本　　空

染川蓮太郎

嘉手苅志優

茂森　奏人　　田中　悠貴　　堤　　太一

河崎　晴生　　西澤　新太　　松井琳太朗

北側　充陽　　多田　真太　　舟渡　佑昇

山田　空來　　靭尾　凪翔

武田　一毅　　丹羽　優侍　　平山　堅進

太田　桐真　　奥村　光生　　湯川　瑠偉

石田　歩大　　川北　悠生　　古川　太陽

小林　優太　　抱田　翔太　　日高　大樹

ボンド　ウィリアム怜　　三輪　圭吾　　森椙　嵐士

河野　奏人　　中澤　虹陽　　松永　　晴

大畑　勝輝　　近藤　　怜　　杉尾　光斗

浦上あたる　　高橋　幸汰　　宮崎　翔也

北谷倫太郎　　黒川　侑奨　　田中　遥太

岡　　直汰　　不破　慶信　　横田翔太朗

内野　斗愛　　細木　勇希　　堀口　俊光

岡本　　晴　　髙田　陽月　　辻　　成弥

ダウンズ　理生　　土井　絢人　　松本　　健

田渕　大生　　西川　充洋　　平田　翔真

宮村　　煌　　森内孝太郎　　山辺　晴大

津田　拓実　　二宮　　渉　　外池　優大

島田　理史　　白石　椋大　　湯地　勇仁

畑中　蓮大　　星山　颯志　　堀田　來生

石橋　　樹　　金城　勝也　　島袋　壮大

饗場　萌生

中川　朋珈

奥　　美遥

岸田　実佳

冬廣美志乃

保田　葉月

山崎　柚奈

成相　　葵

石井　　菫

小池まる佳

園田すみれ

大西　春瑠

眞鍋　実優

向井菜乃春

武森　結菜

松岡　依音

古賀りらん

山下えりな

村上　叶愛

岡上　　櫻

山田　美夢

林　　星空

米川　ゆい

松實珠理奈

中尾　莉乃

濵地　花音

岩本　陽葵

濱口　來夢

久保田希穂

金谷　咲希

開　　凛音

後藤　心暖

安岡愛美菜

河村　依那

平田　キトゥン奈桜実

髙木　梨花

三好ひまり

本山　由結

岸本　紗奈

髙橋　　優

宮下　桃奈

田中　美帆

荻本結希乃

飯干　杏奈

上山　心遥

宮城アレン

奥村　優心

吉岡　風乃

山本　未来

石原　彩愛

松岡　りこ

矢田　千紗

中原　天音

永井　美空

山根　結衣

村井　菜夏

山本　優來

岸上　心春

西山　結良

渡部　菜々

中平結珠希

髙橋那奈美

大場　愛花

青木　聖采

池尻　碧桜

川添　実莉

堀之内　杏

加藤　琉凛

多嘉山かのん

大野　萌々

丸田　彩夏

合阪　　碧

金川　花夏

吉田　咲陽

笠井　愛梨

宮田　楓子

大場　稜子

宮本　芽依

田口　　葵

久保　芙茉

矢野　栞渚

松本　佳澄

菅　　結月

片岡　蘭奈

水田　凜咲

川﨑　珠愛

山本　和花

山下　優奈

立木　佳希

松田　雪愛

枦木　彩華

仲泊　蓮夏

筑摩侑衣伽　　山﨑　光莉　　渡邉　　葵

新井結莉乃　　瀬野　希美　　田中　菜穂

下村理咲子　　長谷部絢香　　山本　伊十

構谷　羽菜　　田上　聖奈

小西　咲桜　　藤川　　雫　　水島　優愛

青木智有里　　中谷　唱乃　　日野　杏美

石賀　　光　　松井　結子　　村岡　心和

野田さくら　　三宅　心優　　山本　陽向

生谷　紗悠　　片山　愛梨

奥薗　璃珠　　加藤　才奈　　小池ひより

井上　　紗　　重本　結衣　　矢原　史織

秋山　　暖　　大西　叶愛　　高橋　春妃

小泉　多緒　　坂東　千夏　　横田　帆香

川口　結子　　中川　環菜　　中川　結菜

池　穂乃佳　　川久保寧々　　堀内　朝姫

菊谷　　凪　　佐藤　琴音　　中間　　葵

胡内　紗瑛　　副島　希心　　千葉　麗珠

奥村　結衣　　寺下　朋花　　𠮷村　莉緒

笠松　歩加　　坂口万由子　　村浦　香菜

阿部　和奏　　原山　瑠莉　　姫野明日香

城戸　穂歌　　末重向日葵　　湯地　美葵

井上穂乃花　　大迫　璃乃　　田村奈津美

久保田莉愛　　トゥイトゥー　琥珀アデル　　永山　希愛
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【トラック】

【フィールド】

1

2

3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

1

2

3

4

5

6

競技開始時刻

10:40

10:40

11:35

12:50

13:50

14:55

組

1-2組

1-2組

1組

1-2組

1組

1-2組

競技開始時刻
10:00
10:40
11:00
11:20
11:50
12:20
12:50
13:35
14:15
14:25
14:35
14:50
14:55
15:00
15:05
15:10
15:15
15:20
15:25
15:30
15:35
15:40
15:45
15:50
16:10

組
1-6組
1-3組
4-6組
1-6組
1-6組
1-6組
1-6組
1-6組

1-5組
1-5組

招集開始時刻

9:40

9:40

10:35

11:50

12:50

13:55

招集開始時刻
9:20
9:50
10:10
10:40
11:10
11:40
12:10
12:55
13:25
13:35
13:45
14:10
14:15
14:20
14:25
14:30
14:35
14:40
14:45
14:50
14:55
15:00
15:05
15:10
15:30

招集完了時刻

9:55

9:55

10:50

12:05

13:05

14:10

招集完了時刻
9:35
10:10
10:30
10:55
11:25
11:55
12:25
13:10
13:45
13:55
14:05
14:25
14:30
14:35
14:40
14:45
14:50
14:55
15:00
15:05
15:10
15:15
15:20
15:25
15:45

種　別

男子コンバインドA

男子コンバインドＢ

女子コンバインドＢ

女子コンバインドA

男子コンバインドＢ

女子コンバインドＢ

種　別
女子コンバインドA

男女混合

5年女子
5年男子
6年女子
6年男子

男子コンバインドA
男女混合
男女混合
男女混合
5年女子
5年女子
5年女子
5年男子
5年男子
5年男子
6年女子
6年女子
6年女子
6年男子
6年男子
6年男子
友好女子
友好男子

ラウンド

決　勝

決　勝

決　勝

決　勝

決　勝

決　勝

ラウンド
決　勝

予　選

予　選
予　選
予　選
予　選
決　勝
Ｃ決勝
Ｂ決勝
Ａ決勝
Ｃ決勝
B決勝
A決勝
C決勝
B決勝
Ａ決勝
Ｃ決勝
B決勝
A決勝
C決勝
B決勝
Ａ決勝

種　目

走高跳

走幅跳

ジャベリックボール投

走高跳

ジャベリックボール投

走幅跳

種　　目
80mH

4x100mR

100m
100m
100m
100m
80mH

4x100mR
4x100mR
4x100mR
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m
100m

場　所

Aゾーン（2ピット）

バックストレート（2ピット）

Bゾーン

Aゾーン（2ピット）

Bゾーン

バックストレート（2ピット）

組一着
6組

6組

5組
5組

６組タイムレース
上位24名

６組タイムレース
上位24名

６組タイムレース
上位24チーム

競　技　日　程
神奈川・日産スタジアム
2025年11月２日（日）

｠※上記日程が変更となる場合があります。
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監督・競技者注意事項
１．本大会は、2025年度日本陸上競技連盟規則ならびに大会要項に準じて行うが、参加者の年齢段階を考慮
し、特に教育的配慮のもとに進行する。

２．監督会議は10月27日（月）17時より、オンライン会議で行う。詳細については、別途案内する。
３．開会式は11月２日（日）９時00分から行う。選手団は８時45分までにマラソンゲートの都道府県指定場
所に集合し、開会式に参加する。なお、男子コンバインドA、女子コンバインドA、男子コンバインド
B、男女混合４×100ｍリレーに出場する競技者は、ウォーミングアップを行う時間帯のため、開会式へ
の出席を控える。

　　※開会式への参加は、女子コンバインドB、友好レース100m（男女）、５年100m（男女）、６年100m（男
女）の７名（友好レースの参加者がいない場合は５名または６名）、指導者（監督・コーチ・支援
コーチ）２名とする。

４．表彰について
①　表彰については全種目８位まで行い、賞状授与はＢ・Ｃ決勝入賞者、コンバインドは24位まで行う。
１）100ｍ、４×100ｍリレーのＡ決勝の入賞者には賞状と副賞、Ｂ・Ｃ決勝の入賞者には賞状、その他

の出場者（友好レース100ｍを含む）には記録証を授与する。
　 なお、Ａ・Ｂ・Ｃ決勝の入賞外（DNS／DNF／失格）の選手・チームについては予選時の記録証を

授与する。
２）コンバインドＡ・Ｂの８位までの入賞者には賞状と副賞、DNS／DNF／失格等を除く、９位から

24位までの入賞者には賞状、その他の出場者には記録証を授与する。
②　８位までの入賞者の表彰時の服装は、Ｔシャツまたはジャージ（下はハーフパンツ等も可）を着用す

る。
　　盗撮・迷惑撮影防止の観点から競技用ユニフォームは着用しない。
　　なお、表彰用のアスリートビブス（シールタイプ）を控え場所で配布するので、入賞者は前面に着用

する。
③　８位までの入賞者は競技終了後、表彰のためのインタビュー室を経由して大会関係者が入賞者待機場

所へ誘導する。
④　表彰式終了後は、大会関係者が入賞者を西ゲートへ誘導し、そこで解散とする。
⑤　９位以下（Ｂ・Ｃ決勝、およびコンバインド24位まで）の賞状および記録証は、各県毎にまとめて渡

す。配布については、後述（「18.その他 ⑤」）の通りとする。
５．アスリートビブスについて
①　アスリートビブスの表記は、都道府県番号とする。
②　アスリートビブスは支給されたままの大きさでユニフォームの胸と背につける。（全種目とも、胸・

背の両方につける。）
③　友好レースに出場する競技者のアスリートビブスは、男子「都道府県番号－５」、女子「都道府県番

号－６」とする。
④　アスリートビブスの色は以下の通りとする。
　　　布地の色：白　　　100ｍ（５年、６年）
　　　　　　　　水色　　コンバインドＡ
　　　　　　　　ピンク　コンバインドＢ
　　　　　　　　黄色　　４×100ｍリレー
　　　数字の色：黒　　　男子
　　　　　　　　赤　　　女子
６．男女混合４×100ｍリレーのオーダー用紙提出について
①　オーダー及び友好レースについては、出場競技者名を所定の用紙に記入し、11月１日（土）の日産ス

タジアムの選手団受付時に提出する。
②　事故などにより、やむを得ず提出したメンバーの変更が生じた場合は医師の診断を受け、大会本部が

認めた場合のみ友好レース出場者から男女混合リレーに出場する競技者を変更できる。
　　※但し、走順の変更はできない。（変更者の入れ替えのみ可）
　　※選手団受付時に提出したオーダーに変更が出た場合、予選は大会当日の予選１組目の招集完了時刻

の60分前までに、決勝はＣ決勝の招集完了時刻の60分前までに、所定の用紙にて招集所の競技者係
に提出する。

７．競技者の招集について
①　招集所は下記の通りとする。
１）100ｍ・4×100ｍリレーの招集所は100ｍスタート側のマラソンゲート
　　（２階周回路 ※柱番号273～275付近）に設置する。
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２）コンバインドＡ・Ｂの招集所は第２曲走路側スタンド下エリア（屋内走路）に設置する。
②　招集は競技日程に記載の招集開始時刻～招集完了時刻の間に確実に完了する。
　　※招集完了時刻に間に合わない場合は、欠場とみなすので十分に注意する。
③　招集所には、競技に出られる服装（アスリートビブスを付けた状態）で集合する。
④　リレー出場の競技者は走順に「都道府県番号－１～４」の追番のついたアスリートビブスを付けて集
合する。

⑤　トラック競技は、招集所で腰ナンバーカードを受け取り、右腰のやや後方に付ける。
　　※リレーは第４走者のみ。
⑥　コンバインド競技（混成競技）の２種目目についても同様に招集を行う。招集時間は競技日程に記載
の通りとする。

　　※コンバインド出場者は、１種目目終了後、選手団エリアに戻り、２種目目の招集時間までに再度集
合する。なお、コンバインド種目に限り選手はコンバインド招集所エリア内に待機することができ
る。また、指導者はコンバインド招集所エリア（入口付近）で選手へ指示や指導を行うことができ
る。コンバインド招集所エリアに入ることができるのは監督・コーチ・支援コーチのうち２名まで
とする。

　　※コンバインド招集所エリアに入れる指導者用に指定のマーク（２枚）を配布する。
　　※入場規制を行うため、指導者は必ずADカード及び指定のマークを付けて入場すること。
　　※コンバインド招集所エリアで、指導者は混成競技者係の指示に従う。
　　※コンバインド招集所エリアでの、水分補給は可。但し食事は不可とする。
　　※昼食や休憩時間は、コンバインド招集所エリアに滞在することはできない。
⑦　コンバインド競技に出場する競技者は、混成競技係の指示に従う。
⑧　コンバインド招集所への競技者および⑥に記載した指導者以外の入場は禁止する。
８．トラック競技
①　競技に際してはシューズ又はオールウェザー用のスパイクを使用すること。スパイクのピンは全種目
９㎜を超えないものとする。

②　組・レーン順はプログラムに記載のとおりとする。
③　100ｍ（５年・６年）、４×100ｍリレーは、予選をタイムレースで行い、Ａ決勝を予選上位８番まで
の競技者、Ｂ決勝を予選９番～16番までの競技者、Ｃ決勝を予選17番～24番までの競技者とする。決
勝ボーダーライン上で1000分の1まで同タイムが出た場合、指導者による抽選を行う。

④　スタートはクラウチングスタートとする。スターティングブロックは使用しなくても良い。
⑤　スターティングブロックは競技場に備え付けのものを使用する。
⑥　スタートの合図はイングリッシュコールで行う。
⑦　同じ競技者が２回不正スタートをした場合、その競技者は失格とし、オープン参加として走る。
　　※１回目の不正スタートでは、出発係が「黄／黒」のカードを示す。
　　※２回目の不正スタートでは、出発係は「赤／黒」のカードを示し、オープン参加となる旨を伝える。
⑧　危険防止のため、各走者はゴール後も自分のレーンを走り減速する。
⑨　80ｍハードルは、男女ともにハードルの高さ70cm、ハードル間７ｍ、ハードルの台数９台、スター

トから第１ハードルまで13ｍ、最終ハードルからフィニッシュまで11ｍとする。
⑩　リレー競技（男女混合4×100ｍリレー）は男女各２名から編成され、走順は自由とする。
　　（補欠についても男女各１名ずつとする。）
⑪　リレー競技のバトンは競技場に備え付けのもの、マーカーは主催者で用意したものを、出発係から受

け取り使用する。
⑫　リレー競技におけるテイク・オーバー・ゾーンは30ｍとする。
　　テイク・オーバー・ゾーンの中からスタートする。※ゾーン外から走り出してはならない。
⑬　リレー競技に出場する競技者のユニフォームは原則としてチームの全競技者とも同一デザインとす

る。ただし、ユニフォームのタイプや 男女による型の違い等は認めるものとする。 
⑭　リレー競技のエントリー者のうち、リレー競技に出場しない競技者は友好レース（男女別・100ｍ）

に出場できる。その際のナンバーカードについては上記「５. アスリートビブス ③」の通りとする。
⑮　リレー競技では、レース終了後に次走者がつけたマーカーを前走者が必ず回収する。
９．フィールド競技
①　競技に際してはシューズ又はオールウェザー用のスパイクを使用すること。スパイクのピンは全種目

９㎜を超えないものとする。
②　試技順はプログラムに記載のとおりとする。
③　走高跳
１）１・２組に分かれ、第１曲走路側（Aゾーン）に並んで設けられたＡ（１組）・Ｂ（２組）ピット

の２カ所で行う。
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２）走高跳の跳び方は「はさみ跳び」とし、脚が最初にバーを越え、マットへの着地は足裏からとし、
背や腰などからの着地は無効試技とする。判定は競技役員に従う。

３）走高跳は、自分が申告した高さから試技を開始し、２回続けて失敗した時点で終了とする。
　　パスを行なうことができる。
４）最初の試技の高さは、ピット内にて練習時に競技役員に申告する。
５）バーの上げ方は次のとおりとする。

　　　　男子　1m05（練習）　1m10　1m15　1m20　1m25　1m30　1m35　以降3cmずつ
　　　　女子　1m00（練習）　1m05　1m10　1m15　1m20　1m25　1m30　以降3cmずつ
④　走幅跳
１）１・２組に分かれ、Ａ（1組）・Ｂ（２組）ピットで行う。
　　（Ａピット：トラック側・Ｂピット：スタンド側）※バックストレート側のピットを使用する。
２）試技順通りに試技を行い、２回の試技で終了とする。
⑤　ジャベリックボール投
１）第２曲走路側（Bゾーン）を競技場所とする。助走距離は15ｍ以内とする。 
２）ジャベリックボールは競技場で準備されたものを使用する。
３）競技場に準備してある炭酸マグネシウムをボール先端につけて（落下地点に痕跡を残すため）、
ボール本体を持ち、オーバーハンドスローで投げることとする。

　　※羽だけを持って投げることは禁止する。
４）試技順通りに試技を行い、２回の試技で終了とする。

10．コンバインド競技
①　本大会におけるコンバインド競技は次の順で行う。 
　　コンバインド Ａ（男子）：走高跳、80ｍハードル
　　コンバインド Ｂ（男子）：走幅跳、ジャベリックボール投 
　　コンバインド Ａ（女子）：80ｍハードル、走高跳
　　コンバインド Ｂ（女子）：ジャベリックボール投、走幅跳
②　各種目の得点は、『JAAF 小学生混成競技得点表』による。 得点は男女共通とする。
　　※『JAAF 小学生混成競技得点表』は日本陸上競技連盟ホームページにて公開。
③　80ｍハードルと走幅跳における風速は得点・順位に影響しない。 
④　スタートまたは試技を行い、途中棄権（DNF）、記録無し（NM）、失格（DG）および参考記録（80
ｍハードルにおいて不正スタートとなりオープン参加時の記録）の場合、得点は０点とする。

⑤　１種目目に出場し、途中棄権（DNF）、記録無し（NM）、失格（DG）、参考記録の場合、２種目目
の出場は可能とする。

⑥　１種目目で欠場した（スタートまたは試技を行わない）競技者は、２種目目には出場できない。
⑦　１種目目または２種目目のいずれか、または両方において、途中棄権（DNF）、記録無し（NM）、失
格（DG）、参考記録の場合、２種目の合計得点は、コンバインド得点として認められる。

⑧　２種目の合計得点で順位を決定する。合計得点が同点の場合は、同順位とする。
11．記録・番組編成結果の発表
①　記録は大型映像および大会オフィシャルサイトに掲載する。
　　大会オフィシャルサイト　https://www.jaaf-nissincup.jp/competition/
②　100ｍ、4×100ｍリレー決勝の番組編成結果についても、大型映像および
　　大会ホームページ（日本陸連HP内）に掲載する。
12．トラック競技参加者の荷物の運搬について
①　個人種目
１）100ｍ予選・友好レース・80ｍハードル（コンバインドＡ）は、荷物の運搬はしない。大会関係者
が競技者を招集所まで誘導し、荷物を持って退場する。

　　※男子友好レースに出場する選手は、後述「18.その他②」の通り、競技終了後、選手団エリアに
戻らずにフレンドシップパーティーへの参加となるため、大会関係者の誘導に従って行動し、選
手団に合流する。なお、荷物はフレンドシップパーティー終了後、退場時に各自で持って退場す
る。

２）100ｍ Ａ決勝は、補助員が入賞者待機場所に運搬する。
３）100ｍ Ｂ・Ｃ決勝は荷物の運搬はしない。大会関係者が競技者を招集所まで誘導し、荷物を持って
退場する。

②　リレー種目
１）予選・決勝ともに、荷物の運搬はしない。予選を走り終えた競技者は各自のスタート地点に戻り、
自分の荷物を持って、招集所へ移動し、退場する。

２）Ａ決勝の各チームの走り終えた競技者は各自のスタート地点に戻り、自分の荷物を持って、大会関
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係者の指示に従って、第一走者のスタート地点を通り、入賞者待機場所に移動する。
３）Ｂ・Ｃ決勝の各チームの走り終えた競技者は各自のスタート地点に戻り、自分の荷物を持って、招
集所へ移動し、退場する。

13．入賞者（８位まで）の誘導について　　
①　友好レースを除く各種目８位までの入賞者は、表彰のためインタビュー室を経由して大会関係者が入
賞者待機場所へ誘導する。

②　コンバインド（Ａ・Ｂ）は２種目目終了後、招集所エリアで待機し、８位までの入賞者確定後、８位
までの入賞者は大会関係者がインタビュー室を経由して、入賞者待機場所へ誘導する。それ以外の競
技者はそこで解散とする。

③　表彰式終了後に大会関係者が入賞者を西ゲートまで誘導し、そこで解散とする。
14．抗議について
　100ｍ、4×100ｍリレーの招集所横に「抗議受付（TIC）」を設置する。受付後は競技役員の指示に
従い、「抗議者控え室（219室）」に待機する。
　抗議は、予選では結果の正式発表後15分以内、その他は結果の正式発表後30分以内に行わなければな
らない。

15．事故防止と競技場の使用について
　①　練習は指定された場所・時間で競技役員の指示に従って行い、「事故防止」に万全を期す。
　　《11月１日（土）大会前日の練習について》　
　　　練習時間　11：45 ～16：00
　　　１）主競技場　100ｍ　　　　 ホームストレート
　　　　　　　　　　80ｍハードル　バックストレート
　　　　　　　　　　走高跳　　　　フィールド内（Aゾーン）
　　　　　　　　　　走幅跳　　　　走幅跳ピット（バックスタンド側）
　　　　　　　　　　※ラダーやミニハードル、トーイング等の持ち込み、使用は禁止。
　　　　＜トラック＞
　　　　　　　　　・走路の外側：周回（ジョギング）
　　　　　　　　　・第２曲走路（トラック）外側：ストレッチング・ドリル
　　　　　　　　　・１～２レーン：スプリント練習（流し）
　　　　　　　　　・ホームストレートの５～９レーン：スタート練習
　　　　　　　　　・バックストレートの５～８レーン：ハードル練習６台×４レーン
　　　　＜フィールド＞　
　　　　　　　　　・走幅跳：バックストレートで、Aピット（トラック側）、Bピット（スタンド側）に分
　　　　　　　　　　かれて、練習を行う。A・Bピットの使用は各自で選択する。
　　　　　　　　　・走高跳：Aゾーンに１ｍ00から１ｍ30、および１ｍ25から１ｍ45以上で行う２つのピッ
　　　　　　　　　　トを設置、練習を行う。ピットは各自で選択、ピット間の変更も可。
　　　　　　　　　　競技会：男　子　練習：１m05　本番：１m10
　　　　　　　　　　　　　　女　子　練習：１m00　本番：１m05

　　　　※フィールド内（Bゾーン）、ジャベリックボール投の助走練習等は不可。（Bゾーンでは
集合写真撮影）

　　　２）補助競技場　４×100ｍリレー（トラック）
　　　　　・走路の外側：周回（ジョギング）
　　　　　・第２曲走路（トラック）外側：ストレッチング・ドリル
　　　　　・第１コーナー（第２コーナー手前まで）：スタート練習のみ
　　　　　・第２・第４コーナー：１～2レーンは流し・バトン流し等
　　　　　　４～８レーンはリレーのバトンパス
　　　　　・第３コーナー：１～８レーンすべてバトンパス
　　　　　　※ラダーやミニハードル、トーイング等の持ち込み、使用は禁止。

　　　３）投てき場　　ジャベリックボール投
　　　　　　　　　　　・やり投げピット：投てき練習
　　　　　　　　　　　　※ピット以外での投てきは禁止。
　　《11月２日（日）大会当日の練習について》
　　　練習時間　
　　　１）補助競技場　8：00～16：00　
　　　　　　ⅰ　体操等のウォーミングアップはバックストレートのトラック外側部分で行う。
　　　　　　　　フィールド内の「芝生」部分への立ち入りは禁止する。
　　　　　　ⅱ　走路の使用は次の通りとし、逆走は禁止する。
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　　　　　　　・１～２レーン：ジョギングで使用。
　　　　　　　・３～５レーン：リレーで使用。
　　　　　　　・６～８レーン：（ホームストレート）100ｍ種目で使用。
　　　　　　　・７～８レーン：（バックストレート）80ｍハードル種目で使用。
　　　　　　ⅲ　走高跳、走幅跳のピットは使用可能。
　　　２）投てき場　　女子　 9：35～10：35　
　　　　　　　　　　　男子　11：50～12：50　
②　招集所待機中の練習等は禁止とする。
③　練習場にハードル等の持ち込みはできない。※ハードルは主催者側で準備した物を使用すること。
④　大会当日の練習は補助競技場と投てき場（ジャベリックボール投）で係員の指示に従って行う。　
⑤　スタンド裏コンコースでの練習は禁止とする。
⑥　練習場に立ち入りのできる監督・コーチ、支援コーチは各都道府県で最大８名までとする。
　　※配布されたADカードを必ず着用のこと。なおADカードを他者に貸与することはできない。
　　※曲走路、ピット内の立入は競技者のみとし、監督・コーチ、支援コーチは立入禁止。
⑦　練習場の使用時間、使用方法は監督・競技者注意事項に従うこと。
⑧　更衣については、招集所横の競技場内に更衣室を準備する。貴重品、荷物については各自で管理すること。
16．ケガ等への対応
①　救護については競技場内の医務室を使用する。応急処置は大会本部で行うが、以後、保険適応外の責
任は負わない。

②　監督・コーチ（支援コーチは除く）、競技者は国内旅行傷害保険に加入する。
17．競技場内への入場と、写真等の撮影について
①　迷惑撮影防止措置として、本大会主催者より各選手団に40本（予定）のリストバンドを配布する。
本リストバンドまたはADを着用している者のみ、スマートフォンとタブレットによる撮影を可能と
し、一眼カメラ、ビデオカメラ等での撮影は禁止とする。

②　11月１日（大会前日）は選手団（ADカード着用）および指定色のリストバンドをつけている者の
み、競技場内への入場を可能とする。ただし、選手団以外は、観客席のみとする。

　　11月２日（大会当日）はリストバンドをつけていない者の撮影は禁止とする。指定色のリストバンド
をつける際は手首につけること。

③　リストバンドが確認できない場合や、リストバンドの有無に関わらず不適切な行動や撮影が認められ
た場合には、警備員もしくは大会関係者によりお声掛けする場合がある。

18．その他
①　開会式は、ウォーミングアップ中の競技者と指導者を除く選手団（競技者・指導者）が参加する
（3.に記載の通り）。

②　フレンドシップパーティーは選手団全員が大会記念Tシャツを着用し、参加する。
・男子友好レース100ｍに出場する選手は、競技終了後、選手団エリアに戻らず、フレンドシップパ
ーティーに参加するため、競技用具とともにフレンドシップパーティーで着用する記念Tシャツを
持参して招集所へ集合する。
・競技終了後、競技役員の誘導に従い、招集所へ移動し、招集所で記念Tシャツを着用する。自分の
荷物は大会関係者の指示に従い指定の場所へ移動する。フレンドシップパーティー終了後、退場す
る前に自分の荷物を取りに行き、荷物をもって退場する。

③　横断幕は１階スタンドの各都道府県に割り当てられた席の前で、指定された柵のみに掲出を認める。
④　スタンド裏コンコースに、各都道府県の控え場所を割り当てる。コンコース内には、テント等、障害
物となるものの設置や、壁面・柱・柵への掲出物は、いかなる用途・サイズであっても設置を不可と
する。

⑤　９位以下（Ｂ・Ｃ決勝、およびコンバインド24位まで）の賞状・記録証・リザルトについては以下の
通りとする。
　・大会終了後に宿泊する都道府県：当日の夕食の際に各選手団のテーブルに配布する。
⑥　競技場（主競技場、補助競技場、投てき練習場）のトラックおよびフィールドには水およびスポーツ
ドリンク以外の飲食物の持ち込みは禁止する。

⑦　フィールド種目において、本会場では、構造上、危険を伴うため、どのような方法であっても録画さ
れたものを確認するための機器の受け渡しをすることはできない。また、受け渡しをしない場合で
も、自撮り棒などを使用した録画媒体の確認も危険を伴うので行わないこと。

⑧　ゴミは各自持ち帰りを原則とする。
⑨　水分補給など体調管理に十分に注意すること。
⑩　本注意事項のうち、各項目とも天候や運営の都合上、変更になる場合がある。
　　※変更が生じる場合、大会本部より連絡をする。
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役　員　名　簿

組　織　委　員

□会　　長　　有森　裕子

□副　会　長　　吉田　秀志　　安藤　宏基

□委　員　長　　田﨑　博道

□委　　員　　山本　　浩　　鈴木　英穂　　松尾　正弘　　西舘　健吾

　　　　　　　金澤　健敏　　安藤　徳隆

□監　　事　　上松　隆二　　清藤　勝彦　　花本　和弦

大　会　役　員

□会　　長　　有森　裕子

□副　会　長　　吉田　秀志　　安藤　宏基

□委　員　長　　田﨑　博道

□副委員長　　山本　　浩　　金澤　健敏　　安藤　徳隆

□委　　員　　中村　洋士　　岡本　克己　　中野　賢一　　小野　大輔　　三橋　正充

　　　　　　　関澤　雅彦　　小原　大祐　　武富　祐二　　林　　弘幸　　小野　　力

　　　　　　　清藤　勝彦　　花本　和弦
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競　技　役　員
総　　　　　　務  金澤　健敏
総　　　務　　　員  松尾　正弘　　西舘　健吾＊　中村　洋士　 岡本　克巳　　中野　賢一
  小野　大輔　　三橋　正充＊　関澤　雅彦＊　武富　祐二　　林　　弘幸＊

  小原　大祐＊　 小野　　力　 中川　　哲＊

技　　術　　総　　務  江藤　安則　　小原　大祐＊　 東　　直輝
ジ　　ュ　　リ　　ー  齋藤　裕昭　　橘川眞佐志　　小出　敏之＊

審　　　判　　　長  轡田　　寛（トラック）　小谷　昭彦（トラック）
  柳川　昭二（スタート）　宮永　　均（スタート）
  諸石　　晃（混成競技）　村上　孝文（混成競技）
  西舘　健吾＊（招集所）
ＥＰマネージャー  日本陸連
進　　　行　　　係  坂本　聡志（トラック）　池沢　大介（フィールド）
  林　　弘幸＊（フィールド）　甲斐　政人（表彰）
ア　ナ　ウ　ン　サ　ー （主）佐藤　浩一　（副）佐々木友彰　（副）前田みずほ　　岡部　　稜
  吉川　　都　　安藤絵里子　　鍋島　太一　　鈴木　貴広　　小谷野香澄
番　組　編　成　員 （主）川島　　茂　　小谷　真人
記　　　録　　　員 （主）竹田　道宏　　山崎　正俊
情　報　処　理　員 （主）奥村　勇一　（副）滝　　　威　　島﨑　重喜　　小林　　実
  木村　　洋　　平澤　孝子　　森下　貴文
大　型　映　像　係 （主）片野　敦士　（副）土原　裕正　　竹内　　進　　和田　幸生
マ　ー　シ　ャ　ル （主）関澤　雅彦＊　（副）羽柴　康行　　小澤　忠夫　　多田　正彦
  日塔　美紀　　岩渕　　淳　　木内由美子　　小菅　直美　　菊地　晋司
  中村　建男　　山田　　保　　内野　　豊　　戸嶋　信哉　　丸山　克己
  石井　大季
ウォーミングアップ場係 （主）髙橋　文男　（副）澤田　英実　　碓井　雅一　　仁平　康則
  大村　康一
報　　　道　　　係 （主）湯川　利之　　服部　　修
医　　　　　　師  榎本　　晃
医　　　務　　　員 （主）朝日山一男　　榎本　恭子　　堀内　正人　　伊佐地麻未
入　賞　者　管　理　係 （主）上野　公雄　（副）寺嶋　孝政＊　　山口香里奈　　桐生　順子
  寺嶋真理子
表　　　彰　　　係 （主）戸松　哲男　（副）野村　奈央＊　神倉美智子
競　　技　　者　　係 （主）巽　　隆弘　（副）山内　恵子　（副）佐藤　　豊　　尾上　圭介
  木村　敦郎　　長谷部正夫　　星野　　猛　　木戸　幹夫　　中島　節子
  原口　和博　　徳田　勅子　　保田　信彦　　浅野　　香　　石田　信夫
  山本　優花　　武田　晴信　　飯田志津夫　　梅木　由紀　　尾花なつ子
  武川由加里　　安達　浩志
混　成　競　技　係 （主）稲田　　仁　（副）藤田　健佑　　飯田さゆり＊　吉岡加代子
役　　　員　　　係 （主）鳥海　伸吉　（副）戸谷　行孝　　平本しのぶ　　松﨑　佳子
  佐柄　雄斗
庶　務　係　・　Ｔ　Ｉ　Ｃ （主）丹澤　　卓　（副）鎌田　　卓　　前田憲一郎　　保坂　恭子
  名子　哲也
風　力　計　測　員 （主）石塚　博幸　（副）中村龍太郎　　小林　正洋＊　鎌田　隆夫
  峠　　典孝　　山崎　正行　　保本　　剛　　坂間　美幸　　石川　優子
  下山　千恵　　木下　瑞穂
用　　器　　具　　係 （主）久慈　久男　（副）佐藤　正己　（副）大北　政孝　　衣川　　清
  佐々木　均　　小方　次郎　　梅原　邦彦　　佐々木保夫　　加藤　昭寿
  小田嶋　彰　　紀内　喜典　　加藤　貴之
写　真　判　定　員 （主）髙橋　政行　（副）佐藤　正三　（副）二見　祐太　　山田　義夫
  飯田富士雄　　永井　久雄　　本間　慎治　　園田　達哉　　佐野　もね
  小林　浩代　　倉田　朗弘　　出月　裕太
監　　　察　　　員 （主）加藤　義行　（副）小島　　章　　戸部　　保　　持田　義一
  高草木千里　　岡本　光男　　佐々木隆夫　　佐藤　直孝　　坂本　正博
  實方　秀直　　白田　義一　　木村　元昭　　大野　悦司　　増井　健治
  小清水　功　　小宮山正規　　中島　朋宏
ビ　デ　オ　監　察　員 （主）渡辺　　隆　（副）日置　信和　（副）小野寺　剛　　鎌田　隆一
  前田　智司　　石田　広朋　　杉野　友美　　田原　　透　　杉崎　晃規
スターター兼リコーラー （主）真貝　一人　（副）大縄　雅征　（副）島元　健汰　　福島　　隆
  高橋　義則　　島田　義久　　椎名　博貴　　金丸　良幸　　永田　　敬
  渡辺　　修　　櫻庭　琴子　　原田　康裕　　池上　瑠花
出　　　発　　　係 （主）松井　正広　（副）矢島　俊治　（副）橋本　道人　　柏木　一郎
  伊藤　　栄　　小林　忠吉　　米光　　裕　　山城　博志　　千葉　　繁
  清水　　晃　　渡辺　博美　　末吉　禎司　　井山　英雄　　池田　泰雄
  藤山　佳久　　佐藤　拓也　　酒井　直美　　行場さえ子　　高田　勇二
  渡邊　高行　　松本　　賢　　青木　義夫　　足立　花子
跳　躍　審　判　員 （主）松下　　充　（副）浅海　　聡　（副）丸田　　巌　（副）佐藤　　実
  南　　　修＊　 村松利喜雄　　片田　　実　　望月　英雄　　早川　俊行
  井上　　孝　　佐藤　健介　　石川　秀俊　　水流　恵至　　河野　博樹
  西口　輝美　　田中　里実＊　剱持　義昭　　橘　　智志　　並河　実来
  金井　孝之　　佐藤ふみ子　　安部　倫夫　　木村　望歩（C）
  廣田　真之（C）　井上　透羽（C）　山内　花佳（C）
投　擲　審　判　員 （主）井上　　弘　（副）石井　　浩　（副）大神田武久　（副）青山　拓生
  小島　正久＊　 尾中　弘明　　小林　克己　　山川　勝久　　上武　節子
  田中　大資　　杉山　耕介　　井口　博文　　松谷　光昭　　三浦　靖子
  塩嶋　雅亮　　大久保弘二　　鈴木　靖実　　髙橋　　翔（C）
  武田　桜輝（C）
科　学　計　測　員 （主）小澤　　忍　　和田　一久
補　助　学　生　担　当 （主）中川　　哲＊　
普　　及　　担　　当  三橋　正充＊　寺嶋　孝政＊　小島　正久＊　小林　正洋＊　中村　克己
  田中　里美＊　仙田　清孝　　南　　　修＊　飯田さゆり＊　関野　大輔
  野村　奈央＊　小出　敏之＊　高橋　　徹　　矢口　義憲　　鴻池　泰説
  橋本　道枝

＊兼務　（C）C級



時間の管理
 無理のない活動時間の確保
 天候・気温・明るさ等の確認

場所と用具の確認
 安全な活動場所の確保と用器具の点検
 他の団体との連絡・連携

活動時は指導者が立ち会う
指導者がいない状況で多くの事故が発生しています。指導者は、安全で
危険や無理のない活動ができるよう学び、アスリートの安全確保はもちろん、
指導者自身やその場を共有する人々の安全にも気を配ることが重要です。

指導者の皆さまへ

事故を防ぐ
3つのポイント
安全に活動するため再確認をお願いします

指導者

時間

場所

大会や練習など陸上競技の活動中に事故が起きてしまう事例があります。
安全に陸上競技に取り組み事故を防ぐために、そしてアスリートをはじめ

皆が安心して楽しく活動できるよう、指導者の皆さまに再確認をお願いします。

日本陸上競技連盟「安全対策ガイド」
 https://www.jaaf.or.jp/rikuren/safety.html
 活動を行う施設や学校等のルール
 地域や自治体が定めるガイドライン

公益財団法人日本陸上競技連盟 指導者養成委員会

定期的に確認を
お願いします











memo
お友達との思い出や、自分の記録などを自由に書いてね！
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